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－1－

１ ． 製 品 の 概 要

本 電 力 量 セ ン サ は 、 低 圧 配 電 設 備 の 電 力 量 計 測 ユ ニ ッ ト で す 。

出 力 は 、 設 備 に 取 付 の Ｃ Ｔ 比 及 び 目 的 の パ ル ス レ ー ト を 設 定 す る こ と が で き ま す 。

又 収 納 ケ ー ス は 、 小 型 及 び 軽 量 で ネ ジ 止 め 又 は Ｄ Ｉ Ｎ レ ー ル 取 り 付 け が 可 能 で す 。

２ ． 製 品 を 安 全 に 使 っ て 頂 く た め に

２ － １ 一 次 側 及 び 出 力 端 子 へ の ケ ー ブ ル 配 線 は 、 動 力 線 等 電 気 ノ イ ズ の 乗 っ た 電 線

と は 、 誤 動 作 の 原 因 と な り ま す の で 分 離 配 線 し て 下 さ い 。

２ － ２ 一 次 電 圧 Ａ Ｃ １ １ ０ Ｖ 又 は ２ ２ ０ Ｖ を 確 認 し て 確 実 に 接 続 下 さ い 。

２ － ３ 接 続 は 、 接 続 図 通 り に 確 実 に 行 っ て 下 さ い 。 破 損 や 正 常 に 出 力 さ れ ま せ ん 。

２ － ３ 端 子 台 カ バ ー は 配 線 工 事 後 取 り 付 け 、 端 子 充 電 部 に は 触 れ な い で 下 さ い 。

感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

２ － ４ 端 子 ネ ジ は 、 確 実 に 締 め 付 け て 下 さ い 。 緩 い と 火 事 や 破 損 の 恐 れ が あ り ま す 。

２ － ４ 変 換 器 ケ ー ス は 、 開 け な い で 下 さ い 。 破 損 や 感 電 の 恐 れ が あ り ま す 。

２ － ５ ク ラ ン プ Ｃ Ｔ の 使 用 の 場 合

・ ク ラ ン プ Ｃ Ｔ は 、 落 と し た り し て 強 い 衝 撃 を 加 え な い で 下 さ い 。

計 量 精 度 が 悪 く な る 可 能 性 が あ り ま す 。

・ ク ラ ン プ Ｃ Ｔ の 設 置 は 、 フ ッ ク を 確 実 に 止 め て 下 さ い 。

・ ク ラ ン プ Ｃ Ｔ は 、 ズ レ た り し な い 様 に 固 定 さ せ て 設 置 し て 下 さ い 。

・ 延 長 ケ ー ブ ル は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ２ 以 上 の 電 線 に て 行 っ て 下 さ い 。

配 線 長 は 、 ５ ｍ 程 度 以 下 が 適 当 で す 。

・ 電 気 ノ イ ズ や 強 磁 界 の 環 境 下 で の 配 線 は 、 ２ 芯 シ ー ル ド 線 （ シ ー ル ド 側 接 地 ）

や ２ 芯 ツ イ ス ト ペ ア ー シ ー ル ド 線 を 使 用 し ノ イ ズ の 載 っ た 動 力 線 や ノ イ ス が

発 生 す る 機 器 よ り 分 離 配 線 下 さ い 。

３ ． 製 品 仕 様

３ － １ 製 品 形 名

形 式 ７ ９ ２ Ｗ Ｐ － □ □ □

相 線 式 入 力 定 格 電 流

０ ： 単 相 ２ 線 式 １ ： Ａ Ｃ １ １ ０ Ｖ ０ ： 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ の 場 合

１ ： 単 相 ３ 線 式 ２ ： Ａ Ｃ ２ ２ ０ Ｖ １ ： １ Ａ

３ ： 三 相 ３ 線 式 ５ ： ５ Ａ

Ｉ－０２００６
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３ － ２ 製 品 構 成

・ 電 力 量 セ ン サ 本 体 ７ ９ ２ Ｗ Ｐ １ 台

・ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ （ オ プ シ ョ ン 品 ）

※ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ 使 用 の 時 は 、 下 記 製 作 範 囲 内 の 定 格 電 流 値 と

Ｃ Ｔ の 形 式 を 指 定 し て 下 さ い 。

製 作 可 能 範 囲 標 準 付 属 Ｃ Ｔ 形 式 適 用 電 線 径

５ Ａ ～ ８ ０ Ａ Ｃ Ｔ Ｌ － １ ０ － Ｃ Ｌ Ｓ １ ０ φ 以 下

１ ０ ０ Ａ ～ ３ ０ ０ Ａ Ｃ Ｔ Ｌ － ２ ４ － Ｃ Ｌ Ｓ ２ ４ φ 以 下

４ ０ ０ Ａ ～ ５ ０ ０ Ａ Ｃ Ｔ Ｌ － ３ ６ － Ｃ Ｌ Ｓ ３ ６ φ 以 下

３ － ３ 許 容 限 度 Ｊ Ｉ Ｓ Ｃ － １ ２ １ ６ ： １ ９ ９ ５ 普 通 計 器 に 参 考

負 荷 電 流 ％ 力 率 許 容 限 度 ％

５ ～ １ ２ ０ １ ± ２ ． ０

１ ０ ～ １ ２ ０ ０ ． ５ （ 遅 れ 電 流 ） ± ２ ． ５

・ 定 格 周 波 数 ５ ０ ／ ６ ０ Ｈ ｚ ± ５ ％

３ － ４ 連 続 過 負 荷 定 格 入 力 値 の １ ２ ０ ％ （ ２ 時 間 ）

３ － ５ 瞬 時 過 負 荷

・ 定 格 電 圧 の 1. 5倍 で 定 格 電 流 (1 0秒 間 の 過 負 荷 を 10秒 間 隔 で 10回 ）

・ 定 格 電 圧 で 定 格 電 流 の 2倍 (1 0秒 間 の 過 負 荷 を 10秒 間 隔 で 10回 ）

・ 定 格 電 圧 で 定 格 電 流 の 10倍 ( 3秒 間 の 過 負 荷 を 5分 間 隔 で 5回 ）

３ － ６ 使 用 温 湿 度 範 囲 － １ ０ ℃ ～ ５ ０ ℃ ／ ３ ０ ～ ８ ５ ％ Ｒ Ｈ

３ － ７ 消 費 電 力 電 圧 測 定 側 ０ ． ３ Ｖ Ａ 以 下 (各 相 共 ）

電 流 測 定 側 ０ ． ３ Ｖ Ａ 以 下 (各 相 共 ）

電 源 側 ２ Ｗ 以 下

３ － ８ 絶 縁 抵 抗 Ｄ Ｃ ５ ０ ０ Ｖ メ ガ ー に で １ ０ ０ Ｍ Ω 以 上

・ 電 気 回 路 一 括 と 外 箱 間

・ 電 圧 入 力 端 子 一 括 と 電 流 入 力 端 子 一 括 間

・ 測 定 入 力 端 子 一 括 と 出 力 コ ネ ク タ 端 子 一 括 間

３ － ９ 耐 電 圧 下 記 項 目 に 対 し Ａ Ｃ ２ ０ ０ ０ Ｖ １ 分 間 耐 え ま す 。

・ 電 気 回 路 一 括 と 外 箱 間

・ 電 圧 入 力 端 子 一 括 と 電 流 入 力 端 子 一 括 間

・ 測 定 入 力 端 子 一 括 と 出 力 コ ネ ク タ 端 子 一 括 間
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３ － 10 雷 イ ン パ ル ス 電 圧 波 形 1. 2/ 5 0μ s 全 波 電 圧 ± 5kV

測 定 入 力 端 子 一 括 と 出 力 コ ネ ク タ 端 子 一 括 間

３ － 11 衝 撃 大 き さ ４ ９ ０ ｍ ／ Ｓ ２の 衝 撃 を 取 付 面 を 含 む 互 い に 直 角 な

３ 軸 を 選 び 、 各 正 逆 方 向 に 各 ３ 回 、 合 計 １ ８ 回 加 え て 試 験

３ － 12 振 動 振 動 数 １ ６ ． ７ Ｈ ｚ ， 振 動 変 位 振 幅 ピ ー ク ピ ー ク 値 ４ ｍ ｍ の

振 動 を 、 取 付 面 を 含 む 互 い に 直 角 な ３ 軸 方 向 に そ れ ぞ れ １ 時 間 ，

合 計 ３ 時 間 加 え て 試 験 す る

３ － 13 停 電 補 償 電 源 が Ｏ Ｆ Ｆ し ま す と 積 算 中 の 電 力 カ ウ ン ト 値 は 、 不 揮 発 性

メ モ リ に て 記 憶 さ れ 停 電 復 帰 後 続 行 し ま す 。

尚 、 停 電 中 の 電 力 量 の 積 算 は 出 来 ま せ ん 。

ま た 、 パ ル ス 出 力 は Ｏ Ｆ Ｆ 状 態 と な り ま す 。

４ － 14 ケ ー ス Ａ Ｂ Ｓ 樹 脂 難 燃 性 Ｖ － ０ 黒 色 ガ ラ ス 入 端 子 台

端 子 カ バ ー ポ リ カ ー ボ ネ イ ト

５ ． 接 続 方 法

５ － １ 計 測 入 力 端 子 へ の 接 続

三 相 ３ 線 式 又 は 単 相 ３ 線 式 の 場 合 単 相 ２ 線 式 の 場 合

・ 上 図 の （ ） 内 は 、 単 相 ３ 線 式 の 場 合 で す 。

・ 内 部 電 源 は 、 Ｐ １ と Ｐ ２ 間 に 内 部 で 接 続 し て い ま す 。

・ 端 子 番 号 １ ～ ７ は 、 Ｍ ４ 用 圧 着 端 子 が ご 使 用 頂 け ま す 。

・ Ｃ Ｔ に は 、 電 流 の 方 向 （ 極 性 ） が 有 り ま す 、 上 記 の 方 向 に 接 続 し ま す 。

１ ２

３ ４

５ ６

７

Ｐ１

１Ｓ １Ｌ

３Ｓ

３Ｌ

ＣＴ

Ｋ

Ｋ
１（１）

２（Ｎ）

３（２）

Ｐ２

Ｐ３

ＣＴ

８

９

負
荷
側

ｋ l

ｋ l

１ ２

３ ４

５ ６

７

Ｐ１

１Ｓ １Ｌ

ＣＴ
Ｋ

１

２

Ｐ２

８

９

負
荷
側

ｋ l
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５ － ２ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ を 使 用 の 場 合

・ Ｃ Ｔ は 、 付 属 の 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ を 使 用 し Ｃ Ｔ の ク ラ

ン プ 方 向 （ Ｋ が 電 源 側 ） 及 び ク ラ ン プ 相 （ １ と ３ に ）

を 確 認 し て 確 実 に ク ラ ン プ し て 下 さ い 。

・ ク ラ ン プ Ｃ Ｔ の 配 線 工 事 に 対 し て は 、 動 力 線 や ﾉｲｽ ﾞの

乗 っ た 電 線 と は 分 離 す る か シ ー ル ド 線 を 使 用 す る な ど

し て 電 気 ノ イ ズ に 対 し 対 策 し て 下 さ い 。

５ － ２ 出 力 端 子 の 接 続

・ 出 力 方 式 オ ー プ ン コ レ ク タ

パ ル ス 幅 約 ０ ． ５ 秒 （ Ｏ Ｎ 時 間 ）

吸 入 電 流 Ｄ Ｃ ５ ～ ３ ０ ｍ Ａ 以 下

Ｏ Ｎ 電 圧 Ｄ Ｃ １ ． ２ Ｖ 以 下

印 加 電 圧 Ｄ Ｃ １ ４ ３ Ｖ 以 下

・ 出 力 端 子 は 、 電 線 差 し 込 み 式 で 適 用 電 線 は

単 線 ： φ 1. 0m m( A WG 18 )

撚 線 ： 0. 75 m㎡ ( A WG 20 )素 線 径 φ 0.1 8以 上

・ 電 線 の 端 末 処 理 は 、 被 覆 を 長 さ 10㎜ 剥 く 。

・ 接 続 は 、 電 線 の 極 性 を 間 違 わ な い 様 に

（ 右 記 ） 確 認 し て 、 マ イ ナ ス ド ラ イ バ ー

で ノ ブ を 押 し な が ら 電 線 を 根 本 ま で 差 し

込 む 。

・ 出 力 端 子 へ の 電 流 は 、 １ ０ ｍ Ａ 程 度 に な る

様 に 制 限 抵 抗 Ｒ を 取 り 付 け て 下 さ い 。

・ 本 端 子 へ の 接 続 は 、 端 子 カ バ ー を 取 り 付 け 後 に 行 っ て 下 さ い 。

注 ） 本 出 力 端 子 に は 、 極 性 が 有 り ま す 上 図 の 様 に ８ 番 端 子 に プ ラ ス 電 圧 が 加 わ る

様 に 接 続 し ま す 。

１ ２

３ ４

５ ６

７

８

９

Ａ＋

Ｂ－

ＤＣ５Ｖ～１１０Ｖ

Ｒ

ＴＷＰ

Ｉ

１ ２ ３

ブレーカ

クランプＣＴ

K

L

Ｐ３

Ｐ２

Ｐ１
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６ ． 出 力 パ ル ス 数 の 設 定 方 法

Ｃ Ｔ の 一 次 側 定 格 電 流 値 と パ ル ス レ ー ト の 設 定 す る

こ と に よ り 定 格 電 力 値 に 対 す る 出 力 パ ル ス 数 を 決 定

し ま す 。

ケ ー ス 側 面 の ロ ー タ リ Ｓ Ｗ に て 設 定 し ま す 。

小 型 プ ラ ス ド ラ イ バ に て 廻 し ま す 。

６ － １ 電 流 の 設 定

・ ケ ー ス 側 面 の 電 流 設 定 用 ロ ー タ リ Ｓ Ｗ に て 設 定 し ま す 。

・ Ｃ Ｔ の 一 次 側 の 電 流 値 を 設 定 し ま す 。

・ 一 次 電 流 値 と ス イ ッ チ の 番 号 の 関 係 を 下 表 に 表 し ま す 。

SW番 号 一 次 電 流 SW番 号 一 次 電 流 SW番 号 一 次 電 流 SW番 号 一 次 電 流

０ 5 ４ 30 ８ 1 00 Ｃ 3 00

１ 1 0 ５ 5 0 ９ 1 50 Ｄ 4 00

２ 1 5 ６ 6 0 Ａ 2 00 Ｅ 5 00

３ 2 0 ７ 7 5 Ｂ 2 50 Ｆ 6 00

・ 例 え ば 一 次 定 格 電 流 値 が １ ０ ０ Ａ の 場 合 、 ” ８ ” に セ ッ ト し ま す 。

６ － ２ パ ル ス レ ー ト の 設 定

・ 出 力 し た い パ ル ス 数 を 本 ス イ ッ チ で 設 定 し ま す 。

・ パ ル ス レ ー ト と ス イ ッ チ 番 号 の 関 係 を 下 表 に 表 し ま す 。

SW番 号 ﾊﾟﾙ ｽﾚ ｰ ﾄ Wh /P SW番 号 ﾊﾟ ﾙ ｽﾚ ｰﾄ W h /P

０ １ ５ １ ０ ０ ｋ

１ １ ０ ６ ２ ｋ

２ １ ０ ０ ７ ５ ｋ

３ １ ｋ ８ ２ ０ ｋ

４ １ ０ ｋ ９ ５ ０ ｋ

・ 例 え ば 、 定 格 電 力 入 力 で １ ０ Ｗ ｈ ／ ｐ を 出 力 し た い 場 合 、 ” １ ” に セ ッ ト

し ま す 。

・ 出 力 パ ル ス 数 の 計 算 は 、

例 え ば 、 入 力 Ａ Ｃ ２ ２ ０ Ｖ ， １ ０ ０ Ａ で パ ル ス レ ー ト １ ０ Ｗ ｈ ／ Ｐ の 時

（ ２ ２ ０ ／ １ １ ０ Ｖ ） ＊ （ １ ０ ０ ／ ５ Ａ ） ＊ １ ｋ Ｗ ／ １ ０ Ｗ ｈ ／ Ｐ

＝ ４ ０ ０ ０ Ｐ ／ ｈ

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ設定
ｽｲｯﾁ

電流設定
ｽｲｯﾁ
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部 分 は 、 変 換 器 固 有 定 格 電 力 を 表 し ま す 。

変 換 器 の 仕 様 に よ り 異 な り ま す 。 下 表 を 参 照 下 さ い 。

相 線 式 定 格 電 圧 定 格 電 流 固 有 定 格 電 力

三 相 ３ 線 Ａ Ｃ １ １ ０ Ｖ １ Ａ ２ ０ ０ Ｗ

５ Ａ １ ｋ Ｗ

Ａ Ｃ ２ ２ ０ Ｖ １ Ａ ４ ０ ０ Ｗ

５ Ａ ２ ｋ Ｗ

単 相 ３ 線 Ａ Ｃ １ ０ ０ １ Ａ ２ ０ ０ Ｗ

／ ２ ０ ０ Ｖ ５ Ａ １ ｋ Ｗ

単 相 ２ 線 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ １ Ａ １ ０ ０ Ｗ

５ Ａ ０ ． ５ ｋ Ｗ

Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ １ Ａ ２ ０ ０ Ｗ

５ Ａ １ ｋ Ｗ

・ 一 次 電 圧 が １ １ ０ Ｖ 又 は ２ ２ ０ Ｖ 以 上 の 場 合 に は 、 外 部 に て 出 力 パ ル ス 数 を

Ｖ Ｔ 比 倍 す る 必 要 が あ り ま す 。

・ 出 力 パ ル ス 数 が １ Ｐ ／ Ｓ 以 上 の 場 合 は 、 出 力 パ ル ス 幅 が 、 自 動 的 に 計 算 さ れ

短 く な り ま す 。

例 え ば 、 入 力 Ａ Ｃ ２ ２ ０ Ｖ ， １ ０ ０ Ａ で パ ル ス レ ー ト １ Ｗ ｈ ／ Ｐ 設 定 の 時

（ ２ ２ ０ ／ １ １ ０ Ｖ ） ＊ （ １ ０ ０ ／ ５ Ａ ） ＊ １ ｋ Ｗ ／ １ Ｗ ｈ ／ Ｐ ＝ １ １ Ｐ ／ Ｓ

こ の 場 合 出 力 パ ル ス 幅 は 、 約 ５ ０ ｍ Ｓ と な り ま す 。

尚 、 １ ２ Ｐ ／ Ｓ 以 上 に な る 様 な 設 定 は し な い で 下 さ い 。

設 定 し ま す と パ ル ス 出 力 は 、 出 ま せ ん 。

・ 三 相 ３ 線 仕 様 の 場 合 は 、 固 有 定 格 電 力 値 に す る た め に 定 格 電 流 を

１ ． ０ ４ ９ ７ 倍 し て 試 験 し て い ま す 。
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７ ． 出 力 表 示 灯 と 出 力 信 号 の 動 作

本 表 示 灯 は 、 下 記 ２ 種 類 の 機 能 が あ り ま す 。

７ － １ 出 力 パ ル ス に 相 当 し て 表 示 灯 点 灯

① 出 力 パ ル ス 周 期 が １ 秒 以 上 の 時 は 、 一 定 時 間 ０ ． ５ 秒 間 点 灯 し ま す 。

（ 尚 、 出 力 信 号 も 同 じ タ イ ミ ン グ で Ｏ Ｎ ／ Ｏ Ｆ Ｆ し ま す ）

② 出 力 パ ル ス 周 期 が １ 秒 未 満 の 時 は 、 １ ／ ２ 周 期 間 で 点 灯 し ま す 。

７ － ２ 異 常 表 示

① 設 定 異 常 の 場 合 （ 出 力 パ ル ス 周 波 数 が １ ２ Ｈ ｚ 以 上 ）

パ ル ス レ ー ト 設 定 を 下 げ て 下 さ い 。 （ パ ル ス 出 力 信 号 は 、 常 に Ｏ Ｆ Ｆ ）

② 入 力 結 線 異 常 の 場 合 （ パ ル ス 出 力 信 号 は 、 常 に Ｏ Ｆ Ｆ ）

測 定 入 力 の 配 線 ， 極 性 間 違 い が 無 い か 確 認 す る 。

③ 内 部 メ モ リ 異 常 （ パ ル ス 出 力 信 号 は 、 常 に Ｏ Ｆ Ｆ ）

問 い 合 わ せ 先 に 連 絡 下 さ い 。

１秒以上

０．５秒点灯

Ｔ／２

Ｔ

０．６秒点灯

０．１秒消灯

0.1s

50ms

１ｓ

０．１秒消灯

０．９秒点灯
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８ ． 良 く あ る 質 問 と 回 答

８ － １ 出 力 パ ル ス が 出 な い

回 答

・ 測 定 電 圧 入 力 端 子 へ の 接 続 （ 極 性 ） が 配 線 図 （ ５ － １ 項 ） の 様 に 結 線 さ れ

て い る か 確 認 す る 。

・ 電 流 検 出 Ｃ Ｔ の 接 続 （ 極 性 ） が 配 線 図 （ ５ － １ 項 ） の 様 に 結 線 さ れ て い る

か 確 認 す る 。

・ パ ル ス レ ー ト の 設 定 が 設 定 可 能 上 限 値 を 超 え て い な い か 確 認 す る 。

（ ６ － ２ 項 参 照 ）

・ 測 定 電 圧 入 力 端 子 に 適 正 電 圧 が 加 わ っ て い る か 電 圧 計 （ テ ス タ 等 ） で 確 認

す る 。

・ 出 力 端 子 へ の 接 続 が 正 規 の 電 圧 値 及 び 極 性 が 印 加 さ れ て い る か 確 認 す る 。

（ ５ － ２ 項 参 照 ）

８ － ２ 出 力 表 示 灯 が 不 連 続 に 点 滅 し て い る

回 答

・ 測 定 電 圧 入 力 端 子 へ の 接 続 、 Ｃ Ｔ の 接 続 （ 極 性 ） を 確 認 し ま す 。

（ ７ － ２ 項 参 照 ）

・ パ ル ス レ ー ト の 設 定 が 設 定 可 能 上 限 値 を 超 え て い な い か 確 認 す る 。

・ 異 常 で す の で 、 パ ル ス 出 力 信 号 は 出 ま せ ん 。

８ － ３ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ 製 品 で の 、 電 流 の 設 定 方 法 は

回 答

・ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ の 場 合 は 、 測 定 し よ う と す る 一 次 側 の 電 流 値 を 設 定 し ま

す 。 下 記 の 様 な 場 合 で は 、 ５ ０ ０ Ａ と な り ま す 。

８ － ４ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ は 、 電 流 が マ ル チ レ ン ジ か

回 答

・ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ 製 品 は 、 マ ル チ レ ン ジ で は 有 り ま せ ん 。 ご 注 文 時 に 定 格

電 流 値 を 指 定 し て 頂 き ま す 。

500/5A 専用ｸﾗﾝﾌﾟCT 5A

ＴＷＰ

1S 1L

CT

一次側電線専用ｸﾗﾝﾌﾟCT 500A

ＴＷＰ

1S 1L

一次側電線
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９ ． ブ ロ ッ ク 図

１ ０ ． 外 形 図

１ ０ － １ 計 測 装 置

１ ２ ３

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

１Ｓ

１Ｌ

３Ｓ

３Ｌ

電
力
量
セ
ン
サ

ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源

演
算
器

＋

－

ﾊﾟﾙｽ出力

C.T

C.T

電源側

負荷側

V.T

①

②

② ①

５

６

７

１

２

３

４

８

９

０

ＣＴ比設定

スイッチ

緑ランプ

ヒューズ

Ｋ

Ｋ

Ｌ

Ｌ

０１
２

３
４５６

７
８
９

パルスレート

設定スイッチ

1
2

F
E

CT

CT

内蔵CTは、専用ｸﾗﾝﾌﾟCTﾀｲﾌﾟでは実装されません

１ ２

４３

５ ６

７

25

135
透明端子ｶﾊﾞｰ

Ｍ４端子ﾈｼﾞ

（ＤＩＮﾚｰﾙ取付時寸法）

5φ穴

出力表示
ﾗﾝﾌﾟ

ﾊﾟﾙｽﾚｰﾄ設定
ｽｲｯﾁ

電流設定
ｽｲｯﾁ

ＯＵＴ

128

ﾚ
ｰ
ﾄ

出力端子

Ｔ
Ｗ
Ｐ
－
３
１
０

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｃ
１
１
０
Ｖ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｎ
ｏ
． A

C ５
A

Ｄ
Ａ
Ｔ
Ｅ
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１ ０ － ２ 専 用 ク ラ ン プ Ｃ Ｔ （ オ プ シ ョ ン 品 ）

① Ｃ Ｔ Ｌ － １ ０ － Ｃ Ｌ Ｓ 定 格 一 次 電 流 ５ Ａ ～ ８ ０ Ａ に 適 用

取 り 付 け 方 向

② Ｃ Ｔ Ｌ － ２ ４ － Ｃ Ｌ Ｓ 定 格 一 次 電 流 １ ０ ０ Ａ ～ ３ ０ ０ Ａ に 採 用

別 途 費 用 に て 、 リ ー ド 線 は ５ ｍ ま で 延 長 製 作 可 能 で す 。

K側 Ｌ側

負荷側

白
線

ｋ

黒

線

ｌ

方向表示あり

電源側

一次電線

約５ｍｍ

Ｋ

Ｌ
約1.5m

内径10φ

38.5

白：ｋ側

黒：ｌ側

内径２４φ

64

底面に ＫとＬの極性表示

ＡＷＧ１８
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③ Ｃ Ｔ Ｌ － ３ ６ － Ｃ Ｌ Ｓ 定 格 一 次 電 流 ４ ０ ０ Ａ ～ ５ ０ ０ Ａ に 採 用

別 途 費 用 に て 、 リ ー ド 線 は ５ ｍ ま で 延 長 製 作 可 能 で す 。

内径３６φ

80

底面に ＫとＬの極性表示

ＡＷＧ１８

Ｉ－０２００６
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